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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

○ Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題は、運動量ベクトルに加えてエネルギーも同時に測定出来る中性子散乱実験装

置「四季」をJ-PARC に建設し、酸化物高温超伝導機構の解明を飛躍的に推進しようとす 

るものである。低強度ながらJ-PARC からの中性子ビームも初めて得られ、また「四季」 

の建設も概ね順調に進行していることから、本計画の今後の進展が見込まれる状況となって

いる。 

その中で、中間評価でも指摘された本計画の要となる高性能機器開発に遅れが見られる。

特に、人員の補強を図りつつ、マジック・チョッパーの高性能達成及びスピン偏極デバイス

の実用化を加速的に進め、本研究が目指す高温超伝導機構解明に向けて、最適の高性能装置

を完成させることが期待される。また、本研究が目指す革新的成果をあげるために、焦点を

絞った実験計画立案が望まれる。 

 

【平成２３年度 検証結果】 

検証結果 本研究の目的は、従来の ISIS 施設の分光器よりも 100 倍以上高性能な 4 次

元空間中性子探査装置「四季」を J-PARC に建設し、高温超伝導体の磁気励起

とフォノン異常現象の詳細な観測により、高温超伝導機構の解明を飛躍的に進

歩させることである。そのため、高品質かつ十分な量の単結晶試料の準備も行

った。研究進捗評価で指摘されていたように、高性能機器であるマジック・チ

ョッパー及びスピン偏極デバイスの開発に関する遅れなど、多くの紆余曲折は

あったが、最終年度になり、当初の目標であった「四季」を完成することがで

きた。なお、研究期間終了後は、この「四季」を用いた研究の格段の発展と展

開が期待されるが、2011年 3 月の大震災により J-PARC の稼働が停止したため、

しばらく研究を続けられないのは残念である。 
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